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中村精志先生を送る
出会いの一瞬は,その後の人生に強い軌跡として残る.先生との出会いは
17年も前のことなのに,はっきりと記憶にある新聞記事であった.ホンダ
から転身してこられた中村先生を, 「大学改革に挑む」 (読売新聞1989年10
月13日)の見出しで学園情報化の推進役として報じている記事である…
先生が本学国際関係学の教授となられた1990年当時,大学における硬直
化したアカデミズムの弊害が叫ばれ,大学教育に新風を吹き込むため,実社
会で経験を積み,実践的知識を身につけた人材を広く各界から迎える機運が
高まっていた.そうした中,まさに中村先生は,大学の改革において,また
教育においても研究においても新しい風を吹き込む旗手であった.
大学改革をめぐる先生の多くの功績の中で,最も大きいことは,学内の情
報化に対する貢献である,先生は1990年から1994年, 1997年から1998年
まで情報科学研究所長として,その後2003年までの5年間を図書館長として,
本学のIT革命に遺憾なく手腕を発揮されている.情報科学研究所に着任さ
れてから,当時は学籍管理等がコンピュータ化されていない時期で,先生指
導の下に「事務電算化実施プロジェクト」が編成され　第一世代の総合学生
情報システム(入試システムから卒業生管理システム)構築が進められた.
その後,図書館長に就任されてからは,当時,急速なIT化の時流の中で
本学図書館の図書資料カ-ドによる検索と閉ざされた環境でのOPACであっ
た図書館システムをネットワーク時代に対応したシステムに移行する課題に
取り組まれている.今でこそ50万冊を超える図書資料の書誌データがデジ
タル化し,キーワードによるパソコン画面での資料検索が当たり前になって
いるが,当時にあっては夢の世界のことであった.教職員の間でまだパソコ
ン自体に対する拒否反応がある時代で,これまでの環境を変えたくないと主
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張する意見と最先端の利用環境を求める意見が図書館運営委員の間で紛糾し
た…　そうした*,ホンダにおいてコンピューター一筋でこられた先生の豊富
な情報システムの専門知識と温厚で辛抱強い人柄があいまって説得が功を奏
し,本学の図書館に最も適したシステムの採用が実現している.本学にとり,
変革期に最もふさわしい先生を得たことは幸運であった.
中村先生は,教育においても多くの功績を残されている.担当された国際
情報システム論や情報科学の講義は,広い視野に立った実益のあるもので
あったと受講生の間で好評である,それは,先生がご出身の慶応大学では法
学部で国際法を学んでいながら,卒業と同時に本田技研に入社してからコン
ビュ-クー畑へ飛び込まれたという経歴にもよるのであろう.国際的な教養
と専門が見事に融合した背景がある,
暖かく親切な先生の人柄は多くのゼミ生を魅了している.卒論指導におけ
る行き届いた気配りと,親身なお世話には多くのゼミ生が感謝している.冗
談も飛び交うようなアットホ-ムな楽しいゼミだったという.授業以外でも
折に触れて語られる先生の体験談が貴重な励みになっている.また,かつて
のオリゼミのある学生が定年で退職されることを知って,挨拶に伺ったとこ
ろ,ノ、ンカチを頂いたという.それには「ここぞという曝　汗を拭って乗り
切るのだぞ」という先生のメッセージが込められているのだと,その学生は
感激して語ってくれた.とにかく先生の前では素直になれるのだという.
中村先生の人柄に支えられて,私自身も個人的に公私ともにお助け頂いた.
学部長時代,引き受け手のいない嫌な役割を,先生は,お隣いすると,快く
引き受けて下さり,一度ならず窮地を脱したことがある.相談事にも的確な
アドバイスを頂いたことを思い出す.
中村先生の研究業績については,ホンダ時代の実績と大学での研虎が結実
して刊行された国際関係叢書『情報化と国際化の接点-グローバルIT革命
の動向』に凝縮されている.この著書はわが学部の財産となっている.
別れの時を迎え,先生にお世話になったこと,語らいの中で教わった,特
にホンダ時代の経験に裏付けられた教訓と刺激に富んだお話,冗談のお好き
5な先生と快活に笑ったことなど一つ一つが繋がって,海を走る船の後に続く
航跡のように,私の心の中に軌跡を描いている.心暖まる消えない線である…
それをたどりながら,感謝の気持ちで一杯である.ありがとうございました,
